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-H.S.K-

個人参加難病患者の会｢あすなろ会｣



●

ご　あ　い　さ　つ

全欠　大　LLl　兼　夫

全員のみなさま,お変りございませんかo思いがけぬ暑い夏の訪れで,体の調子

をくずされた方もおられるのではないでし上うかo

筋･骨格系･神経系の病気の方は,つらい思いをされたと思います｡

わたし達'あすなろ会.には,種々の難病に悩んでいられる方が加入しているわ

けですので,この酷暑をどう,しのがれたかも配せずにはいられません｡

沸さが障る人,寒さが降る人,さまざまで,気温が重大な彩管を体に与えます｡

どうか,健康管理には細心の注意を払い,少しでも快適な状態を維持されるよう努

めてくださいD

実は私,去る5月に持病が悪化し入院の余儀なきに至りましたo幸い2カ月程で

退院はしましたが,脳血栓を併発しましたため,外での活動ができなくなり,家で

静養をいたしております｡

そんなことから会長職はつとまらないので役員の方々に相談しておりましたとこ

ち,去る7月26日の役員会において緊急措節として8月1日から会長代行者を置き,

全の運営を行うこととなりました｡

その代行者を人選の結果,太田さんにお願いすることとしましたので,射r'iご了

承の上みなさまのご承認をお願いします｡

さて,ことしは,あすなろ会としては,医療講演会,研修会等新しい事業に取組

むことを決めております｡

くわしいことは別項に掲載しておりますのでご覧くださいo

今までの低滞状態を少しでも打ち破っていきたいというのが役員一同の念願です｡

おそくなりましたが会報29号をお届けします｡ご覧の上,みなさんのご意見をお

聞かせくだされは幸いです｡

ご健康を祈ります｡

以　　　上
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給　会　式　次　第(昭和58年)

1　会長あいさつ　　　　　　太田副会長　　11:00-

2　難病連あいさつ　　　　　　伊藤道難病連事務局長

ユ　昭和55年度活動経過報告　　太田副会長

4　昭和55年度決算報告　　　　　　〝

5.昭和56年度事業計画　　　　　　　〝

丘　昭和56年度予算案　　　　　　　　〝

7　役　員　改　選

12:00-13:00　　　昼　食

医療講演会

勤医協中央病院副院長　　大　橋　晃　先生

14:30-　　　　　交　流　会

閉会あいさつ　　　　　　大久保理事
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昭和55年度　活動経過報告

1　医療講演会

JI-ジャー病　　5月25日　　82名参加

道立社会福祉縫合センター

小人症(下垂体機能障害)　6月1日　　51名参加

道立社会福祉総合センタ一

之　新規団体結成援助

北海道パージャー病友の会,結成大会　10月12日

道立社会福祉総合センター

ユ　入会の案内(しおり)作成

4　｢あすなろ｣の発行

5.総会,役員会の開催

6　道難病連常任理事活動

太田副会長が#病連常任理事として同会の運営に参画
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昭和55年度　決算報告書
自昭和55年4月1日　至昭和56年3月31日

Jt^^rJtlp単位:円 

科目 鉄YD騏ﾈ皐ｧ｢�55年決井領 �4Ywb�

配分交付金 鼎��ﾃ����490.000 �;�>����.h.��

会費 薄ﾆ�����95.900 伜顋X檠N�/�ｭﾈ-��

さ群集収益 途ﾃ����3,600 �5h88987h�ｹHH�9y�b�

寄件金 ��C������146,700 

雑収入 ��������19.173 儿�,ｩv�ｾ�y��r�

前期繰越金 鉄r�3#��57.32g 

合計 塔�Bﾃ3#��812,70Ⅰ ��

塀El 鉄YD騏ﾈ鯖Lﾂ�鉄YD霾�H･��摘要 

会議費 �#R�����鉄r��Cb� 

難病連参加費 迭�����迭�#3R�合同レク案内 

役Ll会 �#�ﾃ����鉄�ﾆ�ﾆﾂ�会吸通fjy,交通珊 

負担金 ��Cゅ#�����Cr����� 

加盟分担金 ��Cr�������Cr����� 

HSK負担金 ���#������

I_rJi菜費 鉄����#��鼎sゅ#3�� 

検診.相談会 ������ィ纉cB���55年度総会費 

患者大会 ���R繝���

医療相談会 涛�ﾃ����

医塘講演会 們｣��������c��3�2���パージ十一病.小人症 

相談Ll補助 ��������

保護老研佑 ���釘�4��幹料代 

新規団体援助 ���鼎づs#"�北海道パージ十一病友の会 

税関耗敷 ��kﾃr�3#��都"�#ヲ�印刷代.送料 

活動費 ���000 瀞偵���� 

共同瀬菜費 湯�000 涛ゅ����

維持運営費 迭�.000 唐�3��� 

~ilf務用品費 ���.000 途�3��� 

通信費他 釘�000 ���

雑費 �0 �������

次期繰越金 ����#"��cr� 

合計 套ﾓB�3#��塔�"ﾃtFﾂ� 
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昭和56年度　事業計画

1　医療講演会

○　大動脈炎症候群

○　メニエール症候群

○　脊髄小脳変性症

●　之　新規団体援助

○　波の会北海道支部への助成

○　胆道閉鎖の子供を守る会

○　イf髄小脳変性症

○　大動脈炎症候群

ユ　機幽妖｢あすなろ｣の発行

団体結成援助

4.難病迎主催の難病楽団無料検診,出張相談会への参加
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昭和56年度　予　算　書

自昭和56年4月1日　至昭和57年3月31El

収入の部単位:円 

科目 ����7以欝�¥��56年子井板 剴E要 

配分交付金 鼎�������680 ����シャンプー売上利益,受取利息 

会費 涛R纉���150 ����

事菜収益,雑収入 �#"縱s2�15. ����

寄件金 ��Cb縱���Ⅰ0. ����

特別会計繰入翫 ���628. 塔r�

前期繰越金 鉄r�3&r�12こ 田r�

合計 塔�"縱���1,605.954 � 

項目 ����7以�Hｧ｢�56年予紫蘭 劔>ﾘ���

会浪費 鉄r��Cb�日5.00 � ��

穀病連参加費 迭�#3R�15.00 � 佰�,ｩN��ﾂ�

役月会 天ﾂ繝���loo.00 劍x�ﾈ檍�ｩN��ﾂ�

負担金 ��Crﾃ����136.20 � ��

加盟分担金 ��Cr蔬DB�135.DO � ��

HSK負担金 ���1,20 

弔菜費 鼎sづ#モ�I.333.96 � ��

検診,相談会 息老大会 ���ィ纉cB�25 15 5 25 3i l5 3 6 �� 倆9~rﾈ檍�ｩN��ﾂ�

研修会費 釘�����剪ﾙI�?�?｢ﾈﾊH�8橙�

医療兼併会 ��c��3�2�剴8�V��

新規団体援助 機開放焚 活動費 共同事業費 鼎ゅs#"�縱"ﾃ#ヲ��������唐ﾃ����劔%x,ﾈ檠�ﾂﾅ8雇�ﾂ�

推持運営東 唐ﾃ3���20. ����

事務用品焚 通信費他 雑焚 途�3�����������I �����B���

次期操冶金 ��#"��cr�0 剪�

合計 塔�"縱���1.605.954 剪�
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役　員　改　選

お互いそれぞれ忙がしいながらも,次のように決まりました｡

新役Eiとして理事が7名(内.新4名)選出されましたC

会　長　　大　　山　　漉　　夫　　　　　　　理　事

副会長　　　平　　山

〝　　　　大　　出

臣

道　　子

寛(役jl会にて神助)

第8回あすなろ全線会出席者(敬称略)

(鹿者名)    (病名)      (出席老) (住所)

○飯間芳子(ウェ~パ-ク1'スチャソ氏病(≡?芸…)広島町

似性肝炎)

⊃　池　田　良　子　(不7°-lt=')　　　　　　　(本　　人)　札　幌　市

･越　後　雅　樹　(脳　腫　痴)　　　　　　　(父,光雄)　　　u

D　太　田　隆　男　(聴　　力)　　　　　　　(本　　人)　　　N

c　大久保　尚　徳　(レツク1)ソグ-ウ-LJソ病)　(本人と父尚孝)　　〝

o　北　村　繁　子　(橋　本　病)　　　　　　(本　　人)　室　肺　市

o　佐　藤.)キエ　(大動脈炎症侯群)　　　　　(　〝　)　上/同町

｡佐　藤　　　　　(　　〝　　)　　　　　(母.梅子)　札　幌　市

｡白　鳥　　　　　(アイヤル病)　　　　　　　(父.藤夫)　　　〝

o　高　木　菊　枚　(大動脈炎症朕群)　　　　　(本　　人)　　　n

o　7,石　橋　道　子　(　　〝　　)　　　　　(　N　)　　〝

｡土　星　一　郎　(ネフ戸-ゼ)　　　　　　　(母.知代)　　　N

o　長　森　隆　盛　(レツク1)ソグ-ウゼソ病)　(本　　人)　　　〝

o　柿　木　ヨリ子　(尻　崩　症)　　　　　　(　′/　)　実　現　市

｡輯　本　央　子　(　　　　　　　　　　　　(　N　)　札　幌　市

o　森　田　哲　郎　(市　血　圧)　　　　　　　(　〝　)　白　糠　町

o　吾　川　次　子　(楠本病.シェークレン病)　(　n　)　伊　達　市　17名
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o　大橋先生を囲んで相談会が行なわれ参加者より近況報告や現在悩んでいること,希望について述

べてもらいました. (･LY印は先生のご回答です｡ )

Kさん-難病連･あすなろ会の存在を知らない人が多いので.広く道民に働きかけてほしいo

l草ん-ネフローゼ症候群

･ S37年にネフローゼと診断されて以来･プレドニソを服用して現在に至っている.季節

の変りElQこは浮腫がありプレドニ./ははなされないo現在75'池のプレドニL/を服用し.

1カ月2回の検査に通院しているo一応兼で抑えているが,止めると蛋白がでるので止

められないo甜川乍用の軌､薬なので長期服用に不安があるo

ネ7 1] --t='は公費負担にならないのですか｡

･:R･調査研究の対象にはなっているが,公費負担にはなっていない｡

･道段階で独自に公費fl担疾病とはならないかo

･数の多い病知ま意識的に避けられている｡

･内部障割こは,かなりきびしい現状である｡

Nさん-レγクリングノ､ウゼン病

･触こぷつぷつの吹出物が出ているため,銭船へ行くと断わられてしまう.もっと理解を

してほしい｡

Ⅹさん-脈なし病

血圧が-(Liい- (動脈なのか, -･閉塞性によるのか7　普血に;I.,･;いのか)

Ri ･冠動脈に影辞が出ているので･きちんとした治療を受ける必要があるのではないか(心

疾患をもっている)

･牒用している兼について心配一痛風様の症状

･プレドニンは現在服用していない｡

･)ぎ･自己判断での服用中止は良くないので･医者と相談,連絡の上使用して下さいo

Mさん-高血圧

･足がしびれたり.痛くなったりする｡今までに2回倒れている.

輝･多分脳血栓ではないか.

ダメージを受けた神経は治らないが･しかし,訓練によって補うことができる｡

'きちんとした食J妊(減塩食)の必要があります｡

Hさん-尿朋症

･体がだるく,全身が痛い｡

治1軌ま医大で受けたが

)賀･副作用の少ない秦も最近使われていますo

'もう~鼠診察を受ける必要があるのではないですか｡
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●

Sさん-7イヤル嵐　先天性体謝異常(全開で数名)

･現在4才児ですが滋たきりで首がすわらない｡

言草がなく親が見分けられない｡

※･細胞が培亜したときに空洞ができる｡

(発見が早ければ治る分野もある)

Yさん-柿木病.ソェーグレーソ病

･両方の症状がどうなっているのか｡

)自己免疫疾患
･ステロイドを使う(伊達日赤)と云われている｡

※　yェ-グレーンの症状が強いのではないだろうか｡
1

レイノー症状が出ている｡

群･ステロイドよりも他の薬で症状改音

･定期的に検診をした方がよいと思います(一年に1, 2回)

rlさん-楠本病

･ S46年に診断,甲状線に炎症一枚能低下症

･兼は現在服用中止しているo

異常に太ってきて,心族に良くないので.

孜･やはりホルモン剤を服用しなけれほならないでLlう｡現在60k9

Sさん-脈なし病

･S49　診断｡

･ステロイドの長期服用をしてますが,妊娠をした場合,胎児に影執まないものですか｡

※･動物実晩では春型児が産まれたりということがあるが同一視できない｡

臥　総会に出席できなかった方々から多数のお便りをいただきましたので,ご紹介させていただ

きます｡ (次貢)

-上互:二亘:二二二∃ -

◎　難病連から依頼されている患者･家族実態調査票が届いていることと思います.この詞壷は,今

按の活動に重要な役割を果たしますので,必ず回答してください｡

◎　難病-I:ソクーの建設が現実のものとなりつつありますo多くの人が会見になることを要請いたし

ますo申込みは難病遵事務局-o
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画　　病気の次男に教えられ

理事　越　後　光　雄

ゎが家は,どこにもあるごく平凡な平和な家庭であったのは.あまり昔のことではないo

家族全flが確合し一番楽しく蛤しいのは,なんと言っても夕食のテ-プルに坐ることであったoあ

まりおいしそうもないテーブルの上の御馳走i:はあるが,誰れからともなく-Elの生楢の反省や出来

･如'頓しだされ,みんながその話しを聞くことがなされたからであるo

ぁる牛の春頃からわが楽しい平和な家庭へ楚きと悲しみともいえる出来1如くおきるのであるo

高校二年生の次男が｢先生が発振-省く文字が見えなくなったQJと,母親-嘆くのであったoやが

て学校の定期身体検査では視力においては｢仮性近視のうたがいあり専門医の診断を必要｣という連

絡を受け,両親はあわてふためいて札医大病院限科の診断を受けたo ｢眼科では異状なし｣というこ

とで純神料へまわされ,面接診断がなされ秦品をいただいて榊宅したo

輔宅後は両校を休学して家庭で治療に専念することになった｡

ぁる夜.突然子ども部良で物音がするので母親が行ってみると,窓のカーテンに体をくるみ立って

いる次男o母親は｢どうしたの｣と尋ねると｢僕何もしていない｣といって,又布団へ入って砧てし

まった｡

こんTi=恥が数回続き定期診断のため来院し,医者から｢脳睦瀦｣と病名が発動こなり･脳神経外科

へまわされたが.ベット持ちで入院することになった｡ (注)鮪神科からは北大病院

柑宅後｢俺は何も悪いことしていないのにEIが見えなくなるって｣と一人言をいって涙を沈してい

●た了1月終｡頃,急に状態が悪化しタグシ_で抑附から掛にんだのは夜の12時郷て

いたが,先生3人,レントゲンの先生も待機していてくれたo

後目病名がわかったが｢松果体睦痴｣であったo医師の説明でわからないので･さらに調べてみる

と｢左右大脳半球の臥第三脳室の後部にある小さな球状の船甘(内分泌執能によって早熟を抑制す

るといわれている) ｣へできた睦薪であることがわかった｡

尚.医師が手術によって病気快復は出来ないことも話してくれたo

ゎが家はここから家庭という社会が破壊されたし.経済的にも苦しいところまでおいこまれたo又･

父親は聴場を時々休み札幌へ出なければならなかったo母親は札幌で安宿を寝城にし介護のための通

院が挽いた｡

こんなことが三年続き,どうにもならなくなり,父親の退耽金をあてにマンシゥンを肪入して病人

をマ././ゥ･/へ入れ母親がすべての生悟を介護する｢長期在宅治療｣の方法を医師と相議の轟果する
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ことにふみきった｡

しかしこの方法も,家庭が二つに別れていることで多くの間膚をかかえていた｡

母が介遵疲れから病にたおれ,医師の治療を受け,どうにもならなくなった私は,道難病連と綿密

な相談のもとに御婚前をしていただき,父親の仕事も次男が住んでいるマンンコンから通勤できるよ

うになった｡

道難病連には深く感謝申しあげますo

次男に対しては,親として最大限につくしたo又,姉兄弟も苦労をしたがつくした｡そんなことか

ら家族みんな,明かるく生きることを休を通してわかったのであるo

特に.父親の私はこの経幹から人生観もすっかり変り｢障宵者の人間として生きる権利をどのよう

にみつめ,どのようにしなければならないか｣を,はっきりしたのである｡

[亘二可　　全体の為の一人の戦い?

理llr　児　玉　　　　寛

私が,当砂川滝川逝保健所管内であすなろの会jiの一人とし,又舟病連参加｢全体｣の鵜にとr占動

を始めて3年を迎えてしまいました｡この管内は4両Z町1村と大変広いはん臥こなっていて.管内

病院の数も百を越え,全休の為とはいえ苦しい活動でした｡

先ず,対市町村の姓連に対しての補助金支出を蔽う如､ら活動をはじめ.その実現の為には難病速

とはどういう団体なのかの説明から始めなけ九はなりませんoこの為には各政党の議Ll.地区労や同

輿,なんでも協力をたのまなけ九はならず,私自身.身体降雪老でもあり内科的発病等々通院入院自

宅盃生を命じられての中であり.まったく苦しみの遜紋であったのです｡

家内も胸の発病を得たりの閃病者でありまして活動を初めて一番苦しかったのは私共が働いて生活

費を得ることが出来ず,又さりとて年金受給の条件にも合わず.止むを得ず生活保蓮全般受給の中か

らこれ等難遵全体の為の活動資金を捻出しなければならない事でした｡

この失はいの原因は.あすなろ会の方針を待て活動したものでなく,難連伊藤氏と話合って行った

点にあったと思っているところです｡もっともあすなろ会と連絡を取ろうにもあすなろが難病連があ

+なろ自体の様で,あすなろ役El諸氏と連絡が取れなかった｡これも一つの原凹であろうo

又,私自身が難連が参加2DEZl体の連合体であり,各会の理事評蔽Llでこの琳務局が作られていると

いう,今考え九はあたり前の事が息の頭がぼんくらの為に何か感ちがいなしたのが拝金的苦しみをす

る原田でありまLb

だがこの苦しみの中の活動で成果も多くありましたo私の活動の地区の病院で難連を知らぬ病院は

なくなりましたし,難敵こ対する補助金も滝川砂川市と昨年は支出を明円石田氏を主とする社会党議

-=4-
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nEEの協力で実現した~･拝を挙げる事が出来ます｡又,この中で現在までに病院紹介は50名をこえ･生

活年金等々の相談Elはこれも50名をこえ問題解決に協力をしました｡

物品販売を適して各地区の色々の団体に難遵団体のあることを知らしめましたし,難病の多い7好一

難病者の現状を広く知らしめ得た部ですo

だが,この物品坂城も,たとえは/ヤノブ- 1本71Liる〕好で一人一人に難遵全体の活動を難病老自か

らの病気と闘うことを知ってもらうことができましたが.その反対に利益が少なく,正直にいって物

品代を多少でも活動熱こ使いこんだ丸貸し倒れが出てしまった碑等でありましたoこの原因はすべ

て私自身の病韻が原因てあります｡なぜならは今日体のく･あいが良いのに,その次の日はまったく動

けなくなってしまう.こういう部とpEiはなんとか動けても冬に入ると動けない日が多くなる等,すべ

●　てほこれが主原田で失はいてしたo活動如すべて自分が作り出す-何でどうしてこれが私に出来る

でし⊥うか｡この間,いく度も私以外にあすなろももちろんいうに及はず,参加団体のこの地区の会

El諸氏がいないだろうか,いたなら一人ても二人でも私の活動に協力を掛､たい, ｢全体｣の為に動

くのだからなんとか知らせてくれとの私の難速了lf務局に対する掛､はいつも否,それを知らしめる'Ii

はイ叫髄の卦Jlでだめでした｡何が原田でこの地区の他会Llの人を聞かせてもらえないのかと~度二

度と腹が立ちましたo

だがやっとその原田がわかったのですから私の頭はやっは.りほんくらなのでし上う. -1摘局穀とい

ぇども元をただせば自分の会から遜出された難病遜構成の一理籾である･拝,難連ri摘局が少数の人を

除外すれは各参加団体の選出者の生りで運営されているものであるIli.したがって全参加の取拝金に

でも諮って決しないなら他会の会Elなどたとえ私のとなりに住んでいても鵬かせる事など出来得ない

･1i｡

全体の弟に動くなどという私の如き桁神を持つ人は,今後こういう点に充分注忍され.私のような

● ㍗.∴l∴■'."''lL '‥ .."..∴　∴∴一一!.

けて行くと答えるでありましょう｡変に思うかも知れませんがo

たしかに｢自分を殺す理の苦しみの活動なら止めてしまえ｡つづけて行くのなら苦しいなどもんく

をいうなJと占う人が99%だろうと思います.正直に占えば,もうこの3年の痛勅の中で,株連連絡

L17の児玉　あすなろの児玉として名前が知れ渡ってしまい相談者が多くあり,今さら活動を中止す

る叫が出来なくなってしまい.やめようと思っても止められなくなってしまったのです｡

この三年の間, ･Ji務局としては局如'L砂川へべ-チエツトの西村さんと3時間位1回.音別IE砂川他

全管内へ局長がl臥　3年の問でこれだけです｡他管内は医療相談会や検診を行っていますが,一人

の私の力には限度があり,やっと滝川で検診を行っても相談会を行っても協力するとの返啓を斡れる

のは明円石田氏でしたoそういうなかで,今年は冬に入らないと相談会も行えないとの返事が局長か

ら聞かされたのです｡だがこんな広い管内で冬どうして敷病者が滝川-生ってくるのだろうかo不可
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能なのです｡

幸いにして今回の8月2日,全道集会(私は札幌教会と申上げたいが)に無理を承知で参加した折

あすなろ会の副会長氏と3年日で初めて面接出来ましたo副会長氏の御厚意で下のコーヒー店で役ji

会を私の為に行って下さり,今後の私に対する協力を約束して下さったのです｡まことにうれしい限

りであり,ありがたく御厚意を受ける事にしました｡これからは,あすなろを主体として私はこの3

年の活動を類別こしない為に今から決意をあらたに前進しようと思います｡その道は苦しい道でLlうo

だが私が選んだ道であり,だれの安住でもなく私の兼任にすべてがあるのですから｡難病者は｢朽血

圧｣の人であり｢低血圧｣の人であり, ｢膿痛｣の人ですDこういう.C潔であすなろ会こそ本当の難

病者の団体なのです｡私は今しみじみあすなろ会を改めて差別なく,あらゆる病人が入会出来る焦病者

の会であると重ねて断ELたい思いですo舶局別今年は近々日-空けて当地に来られると約束●

されていますo何等か3年活動の私の事を,難連1好務局戊として,参加団体に実のある方針を当地に

来る帝に依って･考えて行かれるであろうと期待しています｡これから福祉は切捨てられて行きま+o

兼病者･身障者をふくめてこれからの障害者の連動は冬の時代に入るでし上う｡これからは,陣譜-者

や杜病者は一番あらゆるEE力を受ける時代に入るでし▲う｡こういう時こそ,自己の利益は他人の利

益･他人の利益は自己の利益,こういう全体の為にEE体加入の会Llは,あすなろに限らず全Llが.協力

して行かなけ九はならないてLlうoまことにまとまりのない文です那,最後迄の御判読を感謝する

と同時に会jl諸氏の-Elも早い全治を心を込めて希んでいます｡がんばって行きまし上う.坐.あるか

ぎり｡

桓至]湯布院厚生年金保養ホームを訪ねて

副会長　太　田　隆　男　●

3年前に西ドイツの医療保険制度を勉或するため, 10日間ほど.同国のいろんな施設を見て回った

ことがある｡

ここで知ったことは.この国の睡康保険には,疾病予防のためや療後の.)-ビリテーシコ./のため

に必要な費用まで保険給付の対象にしているという点であった.これは,日本の場合とは大きな違い

であろうo

温泉が出るところがあれは,そこには必ずといってよいほど,健康保険が使える保蛮所だとかサナ

ト1)ウムという形で立派な施設が造られていた｡

広い温泉プール･マッサージ室,プラニウム光線取射鼠多種の運動拝具を願えたアスL,チyク室,

広いロビー･楽しくくつろげる娯楽室,相談室等,どこを見ても,日を見張るものはかりだった｡

西ドイツ中取こあるウィスノミ-チ./市にある市営温泉保我所は同国-の規模だそうであるが,ここ
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の所長の話しでは,日本から国会浪員の渚先生が毎年.何回か視察に来てくれているとのことoそん

なに多くの先生がたが出かけていって勉或している執こは,日本にそれらしいものができないのはど

ういうわけだろうかと疑問を感じたのである.

ところが,日本にも1個所,それに現したものができたo一昨年9月オ-プ･/した湯布院厚生年金

保我ホームがそれである｡

私は,この施設ができたことをオープン当時に知ることができ.どのような内容のものであるか見

ておきたいと枚会をうかがっていたのであるが.ようやく今年4月に,同所を訪れることができたの

である｡

ではこれからこのホームの紹介をしてみよう｡

髄布院は九州･大分iF.1<の中臥　別冊に近い7,71原に践まれた静かな温泉地であるo国鉄久大線が走っ

ており別府から熊本に至る九州横断道路に沿っているo付近には名所がいくつかあって, '忠常の彼

方tの神海和尚ゆかりの寺,興禅寺があり別冊右i士が目の前に眺められるo源氏質の生息地としても

有名であり.温泉は涼もt多く湯治客が絶えない｡

この町の西方に倖生年金総合病院が建てられ,それに隣接するようにこの保去ホームが位㌍してい

るo

ホームの建物は鉄筋4階建で,床面軌ま2.504m'.敷地而軌土9,583m'もあるo

建物の中の設備は, 30人宿泊可能の部鼠トレ-二ソグ象温泉浴室.サウナ風臥　温泉風呂,食

壁,大広田】,健康相談室.保健静茶室,読It娯楽室,輿茶コーナ-,談話.]ピー等,とくにパブ1)ノク

スベースは広々と両帝をとってあったo

宿泊のための部臣は, 1人嵐　2人室と分け,和室,洋室があしらわれていて,車椅子の人の健を

考えた特別の部屋が2室,用意されている｡

このホームを利用する人は,病院で治療を受け退院となった人の1) -ビリ教育を施すのが主体のよ

うである｡

退院して家へ帰ってからの.) -ビ1)が自分で完全に行われるようここて指導し.帰宅後の治療効果

の減退を防く･,いわば,病院と自宅の中間施設の役割をもっているといっていい｡

ここがこのホームのユニ-クなゆえんであろう.

利用コースとして, 1週間. 2週間, 3週間, 1カ月, 2カ月. 3カ月とあり,辞書あるいは病気

の有産に応じて期間が設定されるo

ホームを適所し,帰宅しても,また教育相導を受けたい場合は.申込めば入居できる｡その際,入

居希望者が.) -ど.)訓練を受けたい,あるいは温泉体毛や食事拒尋を受けたいと,希望がさまざま'rJ

あってよいのであるo

利用料金は,厚生年金被保険者又は受給者は.一泊三食付きで, 1人部畠(トイレ付)1.500円, 2

人郡良(,(ス,トイレ付) 2,900円で低廉oただしこの料金で入所できる人は,病院から送り込まれる
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人文は医廓の所見があって利用を必要とする人という条件がついている｡自分の希望で入る人は一泊

三食付3.800円と祐くなるo

空室がある場合は一般の人も入居できるが1人室4,400円, 2人室5,800円と市い料金を払わなけれ

ばならない｡

入居した人の週間El涙は次のようになっている｡

午前9時-12時 佻�3(鰾ﾓX鰾�

月 俾偃X6x8ﾈ�ｸ6ｨ984��健廉相談 佶(ﾔ��ﾉ���

火 們H擁�ｩ&ｲ� 佶(ﾔ��ﾉ���

水 倆�檠]ｸﾊ��ｨｶ2渥ﾉD霎��� 佶(ﾔ霍����

木 俾偃X6x8ﾂﾘ6ｨ5ﾈ4��健康相談 佶)�ﾈﾞﾈ��

金 �一��ｩ&ｲ� 佶(ﾔ��ﾉ���

土 俾偃X6x8ﾈ�ｸ6ｨ984�� 俾冰(鱠f抹ﾒ�

日 俾冰(鳧ｭB� 俾冰(鳧ｭB�

☆括軌ま.トレーナー,柴益土　保健樹が担当

☆このほか,厚生年金病院長の講話,患者慰問映画会が催されるo柴衣桁執ま.普虚企, -(..I,

血圧食.糖尿続食.心廉病食等病気別に行うo　3食のカpl)一計井は,食堂に掛rfる｡

ホームの周臥土庭BEl,菜園.散歩道になっており自由に利用でき,家庭のJjL分を軌わない.とうにと

いう配慮がなされる｡

起床は午前7時,朝食8時,夕創時という定めがある｡

以上が･このホ-ムのあらましである7)'1.身障者も内部肺悪者も老人も,自らの生晴政吉.健腺促

進をはかるため,くつろぎながら研さんできる総合性に私は興味がもてたのである｡

とに免設備は実によくできており,環境は自然そのものであり,探鼠　訓練には.充分の施‡没と

いってよいだろう｡

わが北海iEiにもこのような軽費で査生できるホームができないものか, fJ:ろうことなら西欧のよう

に健康保険の給付扱いで行われたら,我々はどんなに有難し､ことか,そんな思し､で泌布院を去った｡

訪れたのはことし4月6日であるo
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